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 高市早苗氏と櫻井よしこ氏を私は率直に言って支持することができない。二人は下記の

ような対談をしていた。過去の植民地支配は列強国が皆やっていた当然のことで、どの国

も謝罪などしていない。日本は謝罪を繰り返すような自虐史観を終わりにしよう、と。元

安倍首相の 70 年談話の「子や孫、先の世代に謝罪を続ける宿命を背負わせてはなりませ

ん」を受け継いだ主張であろう。これに対し、東京大学の高橋哲哉名誉教授は、欧州の国

王や政府の高官たちが旧植民地に行った時は、今なお、丁重な謝罪を繰り返し表明してい

る事実を報告し、二人は無知で、フェイクを発信していると指摘している。高橋氏の指摘

に二人が答えた言葉を、私は聞いたことがない。二人は軍備拡張論者で、高市氏は多くの

女性が求めている選択的夫婦別姓に反対し、旧姓使用法法制化を目指している保守派を代

表する人である。トランプ大統領が来日した時、大統領専用機・マリーンワンで横須賀に

停泊中の米軍空母の艦上まで飛び、トランプ氏の隣で飛び跳ねる高市氏を見て、トランプ

氏に受け入れられたことを喜ぶ、力の信奉者で、日本を託せる人ではないと思った。 

 高市氏は、物価高対策に追われ、解散など考える暇がないと言っていたが、通常国会開

会冒頭、解散を宣言し、衆議院の選挙になった。国際会議や外国の要人との会談はあった

が、国民のための政策は何もせず、突然の解散である、国会論戦で対立点が明確になると

か、高市氏の施政方針の是非を問う選挙なら、納得できるが、「高市氏が総理でいいのか」

という選挙であると聞き、驚いた。日本は議員内閣制なので、国会で内閣総理大臣として

選ばれたのであるから、「私でいいのか」などと聞く必要はない。大統領選ではないという

批判に対し、「責任ある積極財政」「安全保障政策の抜本的強化」「インテリジェンス機能の

強化」の三つを挙げた。高市氏らしい強い国家を目指す公約で、物価高に苦しむ国民の方

を向いているとは思えない。次年度予算の年度内成立を見送り、公務員には多忙な年度末、

極寒の冬、選挙権を初めて行使する高校生は受験の真っ盛り、850 億円以上の税金を使っ

て、強引に選挙をすることに、今なぜとあっけに取られ、納得する人はいないだろう。 

8 日の選挙結果は、自民党が 316 名、 3 分の 2 以上の議席を獲得する大勝利であった。

「立憲」と「公明」が連合した「中道改革連合」は 49 名、3 分の 1 以下の議席しか取れな

い惨敗であった。「参政党」と「みらい」が票を伸ばし、リベラルを自認する「共産」「れ

いわ」「社民」は埋没した。この結果をみて、落胆、日本の将来に大きな不安と恐怖を感じ

た。高市選挙は「早苗推し勝」が蔓延し、タレントに群がるような選挙であった。この背

景には、閉塞状況を打破して欲しいという国民の政治転換を願う思いがあったのであろう。 

高市氏は、「責任ある積極財政」と言い、アベノミクスを推進するという。アベノミクス

は株高、円安に導いたけれども、貧富の格差を増幅させ、破綻した政策ではないか。「責任

ある」と形容しているが、諸外国は日本の借金財政は破綻するのではないかと論評してい

る。物価高対策を最優先と言うが、どのように可能なのかは全く見えない。「安全保障政策

の抜本的強化」は高市氏の本音であろう。憲法改定、防衛費の拡大、武器の輸出、非核三

原則の見直し、そして「インテリジェンス機能の強化」、これは「スパイ法」の制定を目論

んでいる。国論を二分する政策を、強引に押し進めると言っている。「台湾有事」は「日本

の存立危機事態」であると、中国と一戦を交えるかのようなとんでもない発言をしている。

高市氏の政策から平和を模索する姿勢は見えない。トランプ氏に褒められるは、彼と同じ

愛と知性に欠ける人ではないか。最も恐れることは、選挙で白紙委任を受けたと強硬路線

を突っ走ることである。日本は、平和憲法に基づき戦争をしない国として、諸外国から認

知され、敬意を持たれた事実がある。ここに、回帰しよう。 


